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地域ケア会議検討会等を通じて、区役所や５職種で地域の社会資源情報を共有し、相談者に適切な情報提供がで
きる体制を強化していきます。

消費者被害を未然に防ぐために、5職種が地域の食事会やプラザで行っている事業に出向き、権利擁護の啓発を
行っていきます。

汲沢地区社協共催「ぐみカフェ」プロジェクトでは地域活動交流コーディネーターを中心に、生活支援コーディネー
ターと役割分担しながら、誰もが参加できる場所「ぐみカフェ」を新規事業として実施していきます。

区、子育て支援拠点とっとの芽と連携し、地域に広く門戸を開いた新たな子育て支援のネットワーク作りを行います。
互いに信頼関係を構築し、またネットワークの場が意義のある場となるよう、地域交流コーディネーターが専門職とし
ての役割を担っていきます。

平成３１年度（令和元年度） 汲沢地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
担当する３地区（汲沢、北汲沢、踊場）では、地域の方々を対象としたアンケート調査を実施し、共通した地域課
題として、①見守り支援、②移動支援、③居場所づくりの3点を抽出しています。
①見守り支援については、すでに各地区でみまもり活動が実践され、成果をあげています。
②移動支援については、公益社団法人を立ち上げ移動支援の実績を積み上げている地区もありますが、協議体
としての「3地区情報交換会」において地域民間企業・機関による移動支援についての情報を共有し、今後の活動
に繋げていこうとしています。
③居場所づくりについては、各地区に多世代が集えるカフェがオープンし、ケアプラザは出張図書コーナーを設
け、本の貸し出を行っています。今後、こうしたカフェが地域に次々と生まれることを支援していきます。
少子高齢化が進み、地域福祉や地域づくりの世代交代は難しい課題ですが、各地区では、さまざまな活動に新し
いボランティアさんや若い世代の参加も見られます。ケアプラザではボランティア研修や講座を実施し、地域の
方々と共に新たな人材の発掘をしていきます。
今後も戸塚区地域福祉保健計画を軸に、当センターの理念でもある「地域とともに歩む」を実践していきます。
また、地域包括支援センターの３職種、生活支援コーディネーター、地域活動交流コーディネーター等が今まで以
上に一体となり、各職種の強みを発揮しながら「誰もが住みやすいまちづくり」に取り組んでいきます。

□今年度の重点的な取組

—具体的な取組内容－

チームアプローチが必要なケースについては、今後も５職種で連携し支援を行っていきます。新たに５職種の情報共
有連携会議「５職種連携会議」を開催していきます。



・地域で実践されている住民主体の様々な地域づくりの活動を、5職種が地域の中に入り込み、ネットワークを生かしながら
支援しました。
・毎月、区職員も参加した「地域ケア会議検討会」の開催や情報共有連携会議である「5職種連携会議」を強化したことで、地
域の課題や社会資源の状況などを共有することができ、結果として、地域内の消費者被害などを、より具体的に地域へ発信
することができました。
・「ぐみカフェ」プロジェクトを中心とした新たな取り組みとしての「ぐみカフェ・ケアプラザ店」を汲沢地区社協と共催で4月から
オープンしています。生活支援コーディネーターは全体把握を、地域交流コーディネーターはボランティアの皆さんと一緒に
「ぐみカフェ・ケアプラザ店」の運営を担いました。
・新たな取り組みとして、地域交流コーディネーターが区役所や子育て支援拠点と協力して、「子育てネットワーク連絡会（仮
称）」を開始しました。各地区の主任児童委員さん、近隣の幼稚園や保育園の皆さんと一緒に、汲沢地域が「子育てしやすい
まち」になることを目指して、今後も子育て環境を整えていきます。

□ 区からのコメント
地域ケアプラザの事業や地域支援等を通じて得た情報の集約とアセスメントが丁寧に行われ、各職員が情報を共有しなが
ら、地域活動の効果的な支援が行われています。今後も地域特性や状況にあった取組や、地域の方が目指す地域像にあっ
た支援を進めてください。 また、各職種が地域の情報やニーズを把握するとともに、地域団体や関係機関等との連携を通じ
て、「ぐみカフェ・ケアプラザ店」等の新たな取組も積極的に行われています。今後も、地域ケアプラザの周知とともに、運営法
人の強みを生かした事業展開や施設の運営を進めてください。

職員が積極的に地域に出向き、地域情報の収集やアセスメントを行うとともに、地域との信頼関係を構築できています。ケア
プラザから離れたエリアについては、自治会町内会の会合等にも毎回出席するなど積極的な取組が行われています。担当
エリアは区内でも高い高齢化率ですが、職員による日頃の地道な取組が住民主体の支え合いのまちづくりに繋がっているほ
か、各種事業の展開や関係機関等とのネットワーク構築にも活かされています。

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り
















	４
	公表用


